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学校運営協議会 会議実施報告書 

 

 このことについて、「岐阜県立学校における学校運営協議会の設置等に関する規則」第８条第１

項に基づき、次のとおり学校運営協議会を開催しましたので、その概要について報告します。 

 

 

１ 会 議 名  本巣松陽高等学校 学校運営協議会 （第２回） 

         

２ 開催日時  令和６年１０月３０日（水） １３：１０～１５：１０ 

 

３ 開催場所  本巣松陽高等学校 銀杏館会議室 

                 

４ 参 加 者  会  長  川治 秀輝  本巣市教育長（欠席） 

                副 会 長    長屋由喜子    公益財団法人加藤記念奨学会理事 

                委  員    石川 孝信  もとす広域保護司 

                            大草 由美  元ＰＴＡ会長    

                            髙橋 旦   ＰＴＡ会長  

        

              学 校 側    鵜飼陽一郎    校長 

                         服部久美子    教頭 

                            小県 佳子    事務長 

              日比 学   教務主任 

              山本 博   生徒指導主事 

              川田 朋子  進路指導主事 

              山口 直美  研修主事 

              鈴木 優子  健康教育部長 

                                                    

５ 会議の概要（協議事項） 

 （１）スクール・ミッション策定について 

    本校で作成したスクール・ミッション（案）についての意見交換を行った。 

① 期待される社会的役割 

② 各高校の存在意義 

③ 目指すべき高等学校像 

   意見１：①について、「守られ」「大切にされる」という受け身表現を、「理解し」「尊重 

し合える・大切にし合える」という能動的な表現にするのが良い。 

   意見２：①について、「地元自治体」だけでなく「地元企業」という表現があっても良い。 

   意見３：①について、「同窓会」が文頭にくるのは違和感がある。 

   意見４：①について、「同窓会」「地元自治体」を「地域」と表現するのが良い。 

   意見５：①について、「地域」は本巣市だけでなく自分の暮らす「地域」を含む意味合いに 

したい。 

   意見６：②について、教員と生徒の距離の近さを表す表現を入れたい。 

   意見７：③について、「ウェルビーイング」という表現はわかりにくさと曖昧さを含む。 

   意見８：③について、「ウェルビーイング」という言葉を「幸福」「発展」「繁栄」という
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言葉に置き換えたい。 

   意見９：③について、「人材」ではなく、かけがえのない人という意味を込めて「人財」と

いう表記を使いたい。 

   意見１０：言葉の再考は必要だが、全体として学校の在り方がよくわかる文である。 

 （２）前期終了時点における取組状況と今後の見通しについて 

①学校評価の集計結果について 

教頭から説明した。 

   ②現在の取組状況と今後の見通しについて各校務分掌より教務、生徒指導、健康教育、進路 

支援、研修の順で説明を行った。 

   意見１：ヘルメット着用を校則にしている学校はあるのか。 

   意見２：ヘルメット着用については、現在、着用が努力義務ではあるが、自分の命を守るた 

めの大切なものであることをアピールすると良い。  

   意見３：制服の選択肢を増やすのは良いことだが、ハーフパンツは設定価格が高い。ポロシ 

ャツの導入は賛成である。ＰＴＡの主催で文化祭に作成するクラスＴシャツを夏季 

に着用することについても賛成だが、着用時期に間に合わせるために、１年次生が 

入学後、短期間でデザイン作成できるかは心配である。  

   意見４：制服について、ポロシャツの導入は賛成である。高校生が着用したい、格好いいと 

思えるデザインを採用してもらいたい。服装の自由化については、金銭面などのデ 

メリットも多いと考えられるため、慎重に検討してほしい。 

   意見５：保護者の車での送迎による周辺道路の混雑や危険への対応は、警備会社に委託する 

という方法を検討してはどうか。 

   意見６：学校関係者評価の結果について、「学習指導は丁寧でわかりやすい」という項目の 

肯定的意見が９割を超えたのは良いことである。「ＩＣＴの活用」は、世の中が変 

化していく渦中にあって対応が大変だと感じている。「いじめ対応」についての項 

目は、昨年度より肯定的意見が増えており、よく対応してもらえているからだと思 

う。    

   意見７：次年度より、共通テストや模擬試験の申込がＷＥＢになることについて、経済格差 

や教育格差による生徒の不利益が懸念される。生徒から保護者に上手に説明できな 

いことや保護者の認識が低い場合が考えられるので、学校から保護者に説明する機 

会をもってほしい。  

 

     

６ 会議のまとめ 

  

第２回学校運営協議会では、スクール・ミッション（案）について意見交換を行い、本校のスク

ール・ミッションの理念について確認をした。ここで話し合った意見や考えをまとめ、今年度中に

策定をしていく。次に、前期終了時点における取組状況と今後の見通し等について報告と協議を行

った。どの委員からも活発に意見が出され、本校の課題や解決のための具体的な手立てについて貴

重な示唆を得ることができた。 

今回の学校運営協議会でいただいた御意見は、早速本校の職員間でも共有し、生徒が主体的に学

校生活を送ることができるよう積極的に改善の糸口を探っていきたい。 

第３回学校運営協議会では、学校経営方針の自己評価についての意見交換を行う予定である。 


